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主な掲載内容
◆３月定例議会で決まったこと
◆３月定例議会委員会報告
◆市政を問う（代表質問・個人質問）
区長連絡協議会との懇談会

◆当初予算審査報告
◆３月臨時議会報告・編集後記
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※さきの議決…市長提出の原案に対して「歴史・文化ゾーン内駐車場管理システム等整備事業の予算額１億3,528
万５千円」に係る箇所を減額する修正案を可決した３月24日の本会議における議決のこと。

３月臨時議会で決まったこと（3/28）
　３月定例会最終日（令和５年３月24日）の本会議において「議案第108号令和５年度延岡市一般会計予算」に

ついては、市長が提案した原案のうち「歴史・文化ゾーン内駐車場管理システム等整備事業に係る１億3,528万

５千円」分の予算を減額する修正を行いました。

　この議決結果に対し、３月24日に市長より議長に対し、３月28日に臨時会を招集した上で地方自治法第176条

第１項の規定に基づき再議に付す旨の申し出がありました。再議に付されると議決時に遡って効力を失うため、

3月24日の修正議決は効力を失い、３月28日の臨時会で再度、審議をすることになりました。

　28日の本会議では、市長から再議に付した理由の説明を受けた後、２名の議員が賛成・反対それぞれの立場から

討論を行い、討論の後に議長を含めた25名による記名投票により採決が行われました。採決の結果、さきの議決

のとおり決することについて、賛成13名、反対12名となり、賛成者が所定数（３分の２以上）に達しなかったため

「さきの議決を否決する」ことを議決しました。

　上記の結果を受け、「議案第108号令和５年度延岡市一般会計予算」の原案を再度採決した結果、可否同数とな

り、議長裁決により否決となりました。この結果、新年度の開始まで残り少ない中、一般会計当初予算が決まら

ない状況となりましたが、議会には予算の提案権がないことから、異例ではありますが、臨時会の本会議休憩中

に議長が市長に対して駐車場管理システム整備事業以外の予算について、臨時会閉会後に早急に専決処分を行

い、予算を成立させるよう申し入れを行いました。その後、市長が29日に同事業費を除いた667億3,271万５千

円の専決処分を行いました。

議案第108号　令和５年度延岡市一般会計予算（修正可決）に関する再議

議案題108号　令和５年度延岡市一般会計予算

議　案　名 結 果
さきの議決を否決

原案否決

さきの議決のとおり決するに賛成の者…賛成　　さきの議決のとおり決するに反対の者…反対
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賛 成

反 対

反 対

反 対

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 否

本 部 　 仁 俊

吉 本 　 　 靖

松 田 　 勝 則

峯 田 　 克 明

比江島久美子

柴 　 　 浩 信

甲 斐 　 忠 篤

猪 之 鼻 　 哲

田 村 　 吉 宏

＜議員の賛否について＞

議席
番号

氏　　名
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賛 成

賛 成

反 対

反 対

反 対

賛 成

賛 成

反 対

反 対

賛 否

甲 斐 　 行 雄

長 友 　 幸 子

甲 斐 　 正 幸

三 上 　 　 毅

小 野 　 正 二

白 石 　 良 盛

北 林 　 幹 雄

松 田 　 和 己

早 瀨 　 賢 一

議席
番号

氏　　名
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26

27

反 対

反 対

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 否

平 田 　 信 広

上 杉 　 泰 洋

河 野 　 治 満

佐 藤 　 　 誠

松 田 　 満 男

中 城 あ か ね

稲 田 　 雅 之

議席
番号

氏　　名
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667億3,271万5千円
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　令和５年度各会計予算は、３月定例会において、「国民健康保険特別会計」、「食肉センター特別会計」、「介
護保険特別会計」、「水道事業会計」、「下水道事業会計」については全員異議なく、「後期高齢者医療特別会計」
については賛成多数で可決しました。「一般会計」については、「歴史・文化ゾーン内駐車場管理システム等整
備事業」に係る歳入歳出予算１億3,528万５千円を減額する修正案が提出され、同修正案は賛成多数で、また
修正部分以外の原案については全員異議なくそれぞれ可決しました。下記に予算審査特別委員会における
質疑・応答の一部を掲載します。

令和５年度延岡市一般会計予算 
令和５年度延岡市国民健康保険特別会計予算　ほか５件
延岡市個人情報の保護に関する法律施行条例の一部改正
職務に専念する義務の特例に関する条例の一部改正
延岡市消防団条例及び延岡市非常勤消防団員退職報償金支給条例の一部改正
延岡城･内藤記念博物館条例の一部改正
延岡市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部改正
延岡市営住宅条例の一部改正
延岡市山村定住住宅条例の一部改正
延岡市手数料条例の一部改正
延岡市企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正
延岡市国民健康保険条例の一部改正
延岡市支所設置条例の一部改正
延岡市特定教育･保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市特定教育･保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額を定める条例の一部改正
延岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市社会教育委員条例の一部改正
うそ越辺地に係る総合整備計画の策定　ほか２件（瀬口辺地･深崎辺地）
祝子川辺地に係る総合整備計画の変更
指定管理者の指定（延岡市かわまち広場）
町の区域の変更
専決処分の承認（令和４年度延岡市一般会計補正予算）
令和４年度延岡市一般会計補正予算 ほか５件
令和５年度延岡市一般会計補正予算（第１号）

人権擁護委員候補者の推薦（松谷 勝希氏）

専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定） ほか２件
専決処分の報告（人身・車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）

３月定例議会で決まったこと （２/24～３/24）
　３月定例議会では､令和４年度一般会計補正予算など37件の議案（委員会提出分を含む）を可決･承認し､１件
の議案を修正可決しました｡また､農業委員会委員の選任及び人権擁護委員の候補者の推薦に同意し､市長から
の４件の報告を受けました｡
　一般質問では３日間で関連質問を含む12名が登壇し､台風14号被害を受けての災害対策､少子化対策､スマー
トシティ構想等多岐にわたり､活発な議論が交わされました｡

議　案　名 結 果

報 告 案 件

■令和５年度当初予算をチェック■

修正可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
承　　認
原案可決
原案可決

原案同意

農業委員会委員の選任（安藤 重徳氏､緒方 武彦氏､小野 有紗氏､甲斐 亜季氏､甲斐 壽徳氏､
片迫部 芳徳氏､菊池 光雄氏､小西 吉寿氏､佐藤 純子氏､須藤 寛之氏､髙橋 利喜哉氏､遠田 祐星氏､
中村 みえ氏､貫 藍氏､花畑 志良一氏､牧野 博文氏､松下 康廣氏､松田 宗史氏､矢野 光一氏）
※氏名で表示できない漢字は､常用漢字に置き換えています｡

　市役所周辺は複数箇所に駐車場が点在し、駐車場の位置や満空状況が分かりづらい状況となっている。
市役所周辺の主な駐車場出入口に満空情報表示板を設置し、インターネットやカーナビ等での満空情報を
発信するなど、駐車場管理システムの整備を２ヶ年に分けて行う。【令和６年度（予定）事業費  2,704万7千円】
〇 AIカメラを９駐車場に34台整備（令和６年度にさらに５台設置予定）
〇 個別満空表示板を６駐車場の７箇所に設置（令和６年度にさらに２箇所設置予定）

会　計　別 令和５年度当初予算

修正可決

令和４年度予算（肉付後） 前年度伸率
一  般  会  計

合　　　計

【歴史・文化ゾーン内駐車場管理システム等整備事業】  《予算額 ： 1億3,528万５千円》

　市民活動を行う、または行いたい方からの市民活動の企画や周知方法、振り返りなどの相談に対して、
専門的な見地からアドバイスやサポートを行う市民活動コーディネーターを設置する。

問 ： 現時点で何名の応募があり、最終的に何名採用する予定なのか。

【市民活動コーディネーター設置事業】  《予算額 ： 290万５千円》

　飼い主のいない猫の無秩序な繁殖を抑制するため、ボランティア活動により不妊手術活動を行う団体
等に補助金を交付し、地域課題の解決を図る。集中対策期間として３年間に限定し支援する。

【飼い主のいない猫の不妊手術助成事業】  《予算額 ： 460万円》

答 ： 猫は大変繁殖力が強いため市民に周知を行い、３年間で集中的に実施していく。その結果について
振り返りをした上で、事業の継続については検討したい。

答 ： 現時点で具体的な人数を述べることはできないが、想定した人数より多くの応募があっている。
採用人数に関しては、面接を行った結果で、分野など全体のバランスも見ながら決定していきたい。

答 ： 市役所第１駐車場は、土日祝日は警備員を配置していないため、満空表示により警備員が居なく
ても対応でき、また、満車・空車の状況を市ホームページに載せることにより、第１駐車場が満車
の場合でも、第１駐車場に行かずに第２駐車場に行けるよう誘導することができる。

答 ： 各施設の来館者数について令和元年度の実績と令和４年度の見込により試算した結果、駐車場が
88台分不足するとみていたが、令和４年度の来館者の実績は10万人以上下回っている。これは、新
型コロナの影響によるものと考えており、今後、コロナが収束すれば来館者も増加し、駐車場利用
者も増加すると考えている。

問 ： 現在、満空表示がなくても誘導員の対応により、来訪者は不便を感じていないように見受け
られる。誘導員が現状のままであれば、設置は不要ではないか。

問 ： ３年間に限定した事業だが、３年経過後も事業を継続する考えはあるのか。

問 ： 当初、駐車場の台数が88台分不足しているとの話であったが、そのような状況は見られない。
現状をどのように認識しているのか。

特別
会計

企業
会計

668億6,800万円
135億3,812万2千円

10万円
142億968万8千円
18億4,771万4千円
40億3,036万円

74億8,728万9千円
1,079億8,127万3千円

644億9,143万6千円
137億7,591万7千円

10万円
144億9,051万5千円
16億6,001万5千円
39億7,801万2千円
75億1,615万円

1,059億1,214万5千円

3.7％
△1.7％

0％
△1.9％
11.3％
1.3％

△0.4％
2.0％

国 民 健 康 保 険
食 肉 セ ン タ ー
介 護 保 険
後期高齢者医療
水 道 事 業
下 水 道 事 業

原案同意
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　全国的に消防団員数の減少に歯止めがかからない危機的な状況であることから、消防団員の確保及
び消防団組織の充実強化を図るため、定年年齢の引上げや新たな機能別消防団員制度の導入、制度導
入に伴う退職報償金の算定期間に係る規定の追加を行うなど、所要の改正を行うもの。

３月定例議会の主な議案の委員会審査報告
延岡市消防団条例及び延岡市非常勤消防団員退職報償金支給条例の

一部を改正する条例の制定（総務政策委員会）

延岡市支所設置条例の一部を改正する条例の制定（厚生教育委員会）

概 

要

主
な
質
疑・応
答

　熊野江町に設置している南浦支所について、事務取扱件数の状況や利用件数の減少、さらには、第８
次行財政改革大綱の取組として、低コストで効率的な行政運営を推進していることなどから、本年８
月１日をもって廃止するにあたり、条例において所要の改正を行うもの。
※同支所の廃止後は熊野江郵便局へ業務を委託する。

概 

要

主
な
質
疑・応
答

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　
延
岡
市
議
会
で
は
、本
市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
に
基
づ
き
意
見
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
。３
月
定
例
議
会
で
は
１
件
の
意
見
書

案
を
可
決
し
、国
に
提
出
し
ま
し
た
。意
見
書
の
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

１
．国
の
子
育
て
支
援
関
連
予
算
に
つ
い
て
、現
在
の

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
．７
８
％
の
水
準
か
ら
少
子
化
対
策

先
進
国
並
み
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
３
％
以
上
へ
拡
充
す
る

こ
と

２
．妊
娠
か
ら
出
産
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
額
を
原

則
無
償
と
す
る
こ
と

３
．義
務
教
育
や
高
等
学
校
の
授
業
料
の
無
償
化
に
加

え
、保
育
所
や
幼
稚
園
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に

係
る
保
護
者
負
担
及
び
18
歳
ま
で
の
医
療
費
、並
び

に
小
中
学
校
の
給
食
費
を
無
償
化
す
る
こ
と

４
．貸
与
型
奨
学
金
に
つ
い
て
、将
来
の
返
済
に
対
す

る
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
を
導
入
し
、保

護
者
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
を
講
じ
る
こ
と

５
．子
育
て
世
帯
に
対
す
る
所
得
課
税
に
お
い
て
、現

在
の
所
得
控
除（
扶
養
控
除
）に
加
え
、課
税
税
率
の

引
き
下
げ
な
ど
の
優
遇
措
置
を
講
じ
る
こ
と

６
．保
育
士
等
の
配
置
基
準
の
見
直
し
や
配
置
改
善
加

算
措
置
の
実
施
並
び
に
保
育
士
等
の
大
幅
な
処
遇

改
善
に
よ
り
、子
育
て
世
帯
の
保
育
環
境
の
充
実
を

図
る
こ
と

脱
炭
素
先
行
地
域

【
問
】環
境
省
の
脱
炭
素
先
行

地
域
に
一
ケ
岡
エ
リ
ア
が
選

定
さ
れ
、住
民
や
事
業
所
を
対

象
に
様
々
な
事
業
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、一
ケ
岡
エ
リ
ア

の
住
民
に
ど
の
よ
う
に
説
明

す
る
の
か
。

【
答
】現
在
、環
境
省
に
事
業

提
案
書
を
提
出
中
。今
後
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
を
経
て
４
月

に
交
付
金
が
交
付
決
定
さ

れ
る
予
定
。住
民
説
明
は
補

助
金
の
申
請
時
期
や
方
法

が
決
ま
り
次
第
、地
区
全
体

や
区
ご
と
に
説
明
会
を
開

催
す
る
。

の
べ
お
か
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ

【
問
】出
産・入
学
時
の
ポ
イ
ン

ト
付
与
を
大
幅
に
拡
充
で
き

な
い
か
。

【
答
】域
内
消
費
拡
大
の
面
で

は
有
効
で
あ
る
が
、今
後
の

対
応
は
他
の
施
策
の
成
果

等
も
見
な
が
ら
判
断
し
て

い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

市
南
部
地
域
等
観
光
資
源
活
用

異
次
元
の
少
子
化
対
策
の
内
容
充
実
を
求
め
る

意
見
書

【
要
望
事
項
】

答 ： 64名の団員が活動している。
問 ： 現在の機能別消防団員の人数は何名か。

答 ： 印鑑登録及び転出届以外の住民異動届に関する業務は取り扱うことができなくなる。
問 ： 熊野江郵便局へ委託後、取り扱いができなくなる業務はないのか。

答 ： 従来と大きく変わらないと想定している。
問 ： 証明書等の申請から交付までの時間は委託前より時間がかかるようになるのか。

答 ： そのような団員には、現場の最前線ではなく、長年培ってきた経験を若い世代に伝えてもらうなど、支援的
な役割を担ってほしいと考えている。

問 ： 基本団員の定年年齢を60歳から70歳に引き上げることに伴い、定年間近となる団員が現場でどの
程度活動できるかについて確認するのか。

３月9日個人質問

自
民
党
き
ず
な
の
会

稲
田
雅
之 

議
員

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

整
備
事
業

【
問
】ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
整
備

に
つ
い
て
、今
後
の
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
答
】令
和
５
年
度
に
実
施
設

計
、令
和
６
年
度
に
整
備
工

事
を
実
施
し
、令
和
７
年
度

か
ら
供
用
開
始
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
対
策

【
問
】停
電
時
に
使
え
な
く
な

る
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
電
力

供
給
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
】日
常
生
活
用
具
給
付
等

事
業
で
、人
工
呼
吸
器
用
自

家
発
電
装
置
を
補
助
対
象

品
目
に
追
加
す
る
な
ど
必

要
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

地
籍
調
査

【
問
】推
進
に
向
け
た
方
針
は
。

【
答
】令
和
５
年
度
か
ら
は
、

緑
ケ
丘
地
区
で
効
率
的
手

法
の
街
区
境
界
調
査
を
取

り
入
れ
、積
極
的
に
調
査
を

進
め
る
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

中
城
あ
か
ね
議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

甲
斐
正
幸 

議
員

台
風
14
号
対
策
①

【
問
】検
証
後
の
対
策
は
。

【
答
】対
策
事
業
の
う
ち
、早

期
着
手
可
能
な
も
の
は
、順

次
着
手
し
て
い
き
、必
要
な

事
業
を
し
っ
か
り
推
進
し

て
い
く
。

台
風
14
号
対
策
②

【
問
】外
水
氾
濫
へ
の
対
策
は
。

【
答
】五
ヶ
瀬
川
本
流
の
外
水

氾
濫
地
区
は
、県
が
次
期
出

水
期
に
備
え
た
掘
削
工
事

を
進
め
る
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
国
県
に

対
し
、五
ヶ
瀬
川
水
系
に
お

け
る
更
な
る
河
川
整
備
や

浸
水
被
害
軽
減
の
対
策
実

施
を
強
く
求
め
て
い
く
。

消
防
団

【
問
】団
員
の
減
少
問
題
と
対

策
は
。

【
答
】令
和
４
年
度
よ
り
処
遇

改
善
や
活
動
環
境
の
整
備

を
図
っ
て
い
る
。今
後
も
消

防
団
活
動
へ
の
理
解
促
進

と
団
員
確
保
に
取
り
組
む
。

地
域
新
電
力
会
社

【
問
】議
会
は
時
間
を
か
け
て

検
討
す
べ
き
と
し
た
が
、設
立

の
意
向
は
。

【
答
】新
電
力
株
式
会
社
を
設

立
し
継
続
的
に
事
業
を
行

う
こ
と
は
可
能
と
考
え
て

い
る
。是
非
と
も
設
立
し
た

い
。

延
岡
駅
西
口
街
区
ビ
ル

【
問
】２
階
フ
ロ
ア
の
貸
し
ス

ペ
ー
ス
へ
の
飲
食
店
入
居
の

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

【
答
】可
能
性
は
あ
る
と
考
え

て
い
る
。飲
食
店
誘
致
を
一

定
期
間
、集
中
し
て
実
施
す

る
。

小
中
学
校
の
虫
歯

予
防
対
策

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て

い
る
フ
ッ
化
物
洗
口
の
今
後

の
再
開
は
。

【
答
】学
校
に
お
け
る
必
要
な

薬
剤
や
備
品
等
に
つ
い
て

の
確
認
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、再
開
に
む
け
て
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。

国
土
強
靭
化
計
画

【
問
】三
須
地
区
の
浸
水
災
害

時
、市
は
水
門
閉
鎖
を
確
認
し

た
の
か
。

【
答
】土
地
改
良
区
は
、県
知

事
の
認
可
団
体
で
あ
り
、市

は
管
轄
し
て
い
な
い
。今
回

の
事
故
を
受
け
、県
、市
、土

地
改
良
区
の
三
者
で
操
作

確
認
体
制
の
確
立
の
見
直

し
を
行
う
。

三
須
地
区
の

水
門
シ
ス
テ
ム
構
成

【
問
】三
須
地
区
の
余
水
門
出

口
に
、逆
流
防
止
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
設
置
を
検
討
で
き
な

い
か
。

【
答
】国
が
新
た
に
整
備
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、国

や
土
地
改
良
区
に
対
し
、更

な
る
対
策
を
要
請
す
る
。

富
美
山
地
区
の
内
水
問
題

【
問
】浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
、

遊
水
池
を
拡
大
す
る
方
法
は

な
い
か
。

【
答
】康
芝
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
付

近
を
掘
り
下
げ
て
容
量
を

増
や
す
こ
と
が
可
能
か
、今

後
研
究
し
て
い
く
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

甲
斐
忠
篤 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

白
石
良
盛 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

田
村
吉
宏 

議
員

注
3

注
4

　３月議会では、常任委員会(総務政策、産業建設、厚生教育)、特別委員会(議会活性
化、地域新電力事業調査)でそれぞれ１年間にわたる調査・研究の報告を行いました。
報告書はホームページに掲載しています。
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故 木原  万里子 氏を悼む
き は ら ま り こ

　元市議会議員の木原万里子氏が、去る４月１日、81歳でご逝去されました。
木原氏は、平成15年に市議会議員に初当選され、平成19年まで、延岡市議会
議員を務められました。
　哀悼の意を表し、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

延
岡
新
電
力
会
社

【
問
】市
は
設
立
に
向
け
、事
業
環

境
の
確
認
調
査
を
行
っ
て
い
る

が
、国
内
外
的
に
電
力
事
業
者
の

経
営
は
厳
し
い
と
聞
く
。設
立
に

対
す
る
決
意
は
。

【
答
】昨
年
末
時
点
で
73
社
が

登
録
さ
れ
て
お
り
１
年
前
に

比
べ
13
社
減
っ
た
に
過
ぎ
な

い
。ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、全
体
の
85
％
以
上
の
会
社

が
事
業
継
続
は
可
能
と
回
答

し
て
お
り
、九
州
エ
リ
ア
の
複

数
社
が
今
期
黒
字
の
見
通
し

で
あ
る
。市
独
自
の
財
源
確
保

が
急
務
で
あ
り
、是
非
と
も
設

立
し
た
い
。

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
練
習
場

の
利
用
環
境

【
問
】大
武
公
園
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、サ
ッ
カ
ー
、ラ
グ
ビ
ー

等
８
団
体
が
利
用
し
て
い
る
。草

刈
り
に
悩
む
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
へ
の
対
応
は
。

【
答
】清
掃
や
草
刈
り
の
作
業

等
の
維
持
管
理
は
、公
園
愛

護
会
が
行
っ
て
い
る
。来
年

度
以
降
は
市
に
お
い
て
も
実

施
す
る
。

少
子
化
対
策

【
問
】当
初
予
算
に
お
け
る
少
子

化
対
策
の
重
点
施
策
は
。

【
答
】今
年
４
月
か
ら
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
を
行
う
。保

育
所
利
用
者
負
担
金
を
国
の

基
準
の
３
分
の
２
程
度
ま
で

軽
減
。子
ど
も
２
人
以
上
世
帯

の
保
育
所
利
用
者
負
担
金
の

軽
減
。子
ど
も
医
療
費
負
担
を

通
院
２
０
０
円
、入
院
時
無
料

を
実
施
。妊
娠
及
び
出
産
時
に

各
５
万
円
を
交
付
す
る
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
外
国
語

指
導
助
手

【
問
】Ａ
Ｌ
Ｔ
の
採
用
方
法
と
配

置
人
員
は
。

【
答
】現
在
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
６
人
。来
年
度
は
10
人
に
増

員
。民
間
等
へ
の
委
託
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

介
護
保
険
未
利
用
者
へ
の
報
奨

制
度
の
創
設

災
害
対
策
①

【
問
】
台
風
14
号
浸
水
被
害
の
対

策
に
つ
い
て
、県
や
国
に
今
一
歩

踏
み
込
ん
だ
総
合
対
策
支
援
を

求
め
て
は
。

【
答
】県
と
と
も
に
連
携
し
、強

力
に
国
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

災
害
対
策
②

【
問
】上
水
道
の
耐
震
化
対
策
は
、

毎
年
水
道
管
路
総
延
長
の
わ
ず

か
１
％
の
整
備
と
な
っ
て
お
り
、

あ
と
70
年
過
ぎ
て
も
終
わ
ら
な

い
。早
急
な
耐
震
化
促
進
は
。

【
答
】今
後
も
耐
震
化
が
進
む

よ
う
、引
き
続
き
国
の
財
政
支

援
を
活
用
す
る
な
ど
耐
震
化

に
取
り
組
む
。

九
州
中
央
自
動
車
道

【
問
】昨
年
の
台
風
で
は
、北
方
イ

ン
タ
ー
が
全
く
機
能
し
な
か
っ

た
。民
間
か
ら
舞
野
Ｉ
Ｃ
の
フ
ル

イ
ン
タ
ー
化
整
備
の
活
動
が
開

始
さ
れ
た
が
市
長
の
所
見
は
。

【
答
】市
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
た
め
、
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
県
や
関
係
機
関
に
要

請
す
る
か
様
々
な
角
度
か
ら

３月７日代表質問（関連質問を含む）３月８日代表質問（関連質問を含む） 議員12名が一般質問

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

河
野
治
満 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

佐
藤 

誠 

議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

上
杉
泰
洋 

議
員

注
1

市政を問う！

関連
質問

関連
質問

考
え
る
。

愛
宕
山
周
辺
整
備

【
問
】大
地
震
に
備
え
、愛
宕
山
周

辺
の
用
地
を
市
民
広
場
と
し
て

確
保
し
て
は
。

【
答
】市
街
地
に
近
く
広
大
で
あ

る
こ
と
か
ら
、防
災
上
の
施
設

の
位
置
づ
け
と
し
て
は
有
効

だ
が
、現
実
的
に
は
難
し
い
。

金
堂
ヶ
池
の

水
辺
空
間
の
活
用

【
問
】金
堂
ヶ
池
の
将
来
を
見
据

え
た
水
辺
の
空
間
活
用
は
。

【
答
】今
後
、水
質
改
善
を
図
り
、

快
適
な
景
観
を
向
上
さ
せ
た

い
。将
来
的
に
は
、例
え
ば
子

ど
も
た
ち
も
安
心
し
て
楽
し

め
る
水
辺
空
間
に
で
き
な
い

か
な
ど
に
つ
い
て
も
、費
用
対

効
果
を
勘
案
し
な
が
ら
、市
民

の
意
見
も
聞
い
た
上
で
検
討

し
た
い
。

南
延
岡
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

【
問
】本
年
２
月
の
国
土
交
通
省

鉄
道
局
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
説
明
が
あ
っ
た「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」を
策
定
し

て
は
。

【
答
】今
実
施
中
の「
南
延
岡
駅

前
再
整
備
可
能
性
調
査
」の
結

果
を
ま
と
め
た
上
で
、Ｊ
Ｒ
九

州
と
協
議
し
、Ｊ
Ｒ
九
州
が
前

向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
段
階

で
、基
本
構
想
の
必
要
性
に
つ

い
て
も
協
議
し
た
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

【
問
】市
民
の
健
康
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
を
し
て
は
。

【
答
】県
内
で
は
、１
自
治
体
が

助
成
を
開
始
し
て
い
る
。国
が

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
の

方
向
性
を
検
討
し
て
お
り
、動

向
を
注
視
し
医
療
機
関
と
接

種
の
必
要
性
を
含
め
協
議
し

た
い
。

災
害
用
バ
ン
ダ
ナ

【
問
】聴
覚
障
が
い
者
の
方
は
、見

た
目
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
、バ

ン
ダ
ナ
の
活
用
に
よ
り
、支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。災
害
用
バ
ン
ダ
ナ
を
本
市
で

も
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
】延
岡
市
聴
覚
障
害
者
協
会

と
協
議
し
、配
布
す
る
。そ
れ

以
外
の
障
が
い
に
つ
い
て
も

同
様
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

リ
ハ
ビ
リ
事
業

【
問
】天
童
市
で
は
、高
齢
者
の
買

い
物
支
援
と
し
て
介
護
職
員
が

店
舗
ま
で
同
行
し
、身
体
機
能
回

復
に
向
け
た
助
言
を
す
る

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ
事

業
」を
行
っ
て
い
る
。本
市
で
も

導
入
で
き
な
い
か
。

【
答
】全
国
の
導
入
自
治
体
の

事
例
を
調
査
・
研
究
し
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ウ
イ
ッ
グ
購
入
費
用
の
助
成

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

語
学
指
導
等
を
行
う

外
国
青
年
を
招
致
し

て
地
方
自
治
体
等
で

任
用
し
、外
国
語
教
育

の
充
実
と
地
域
の
国

際
交
流
の
推
進
を
図

る
事
業

帯
状
疱
疹

水
ぶ
く
れ
を
伴
う
発

疹（
水
疱
）が
、皮
膚
に

分
布
し
て
い
る
神
経

に
沿
っ
て
帯
状
に
出

現
す
る
疾
患

防
災
ラ
ジ
オ

大
雨
や
台
風
な
ど
の

災
害
時
に
、延
岡
市
の

緊
急
情
報
等
を
確
実

に
伝
え
る
た
め
、Ｆ
Ｍ

の
べ
お
か
を
利
用
し

て
発
信
す
る
緊
急
放

送
を
、自
動
的
に
最
大

音
量
で
受
信
す
る
起

動
機
能
を
備
え
た
ラ

ジ
オ

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト

堤
防
に
設
置
す
る
、一

方
向
に
の
み
開
く
こ

と
が
で
き
る
弁
状
の

水
門
の
こ
と

新
た
な
少
子
化
対
策

【
問
】市
長
は
、今
年
の
４
月
か
ら

子
育
て
支
援
を
強
力
に
進
め
る

と
し
て
い
る
が
、具
体
的
な
内
容

と
財
源
を
伺
い
た
い
。

【
答
】４
月
か
ら
新
た
に
３
つ

の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
。①

保
育
所
利
用
負
担
金
を
最
大

で
月
額
１
万
円
軽
減
。②
多
子

家
庭
の
保
育
所
利
用
負
担
金

軽
減
の
算
定
に
お
け
る
長
子

の
適
用
範
囲
を
中
学
校
就
学

前
ま
で
に
拡
大
。③
子
ど
も
医

療
費
の
外
来
自
己
負
担
額
を

３
５
０
円
か
ら
２
０
０
円
に

引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、中
学

生
ま
で
入
院
医
療
費
を
無
料

に
す
る
。財
源
は
ふ
る
さ
と
納

税
で
ま
か
な
う
。

企
業
誘
致
の
取
り
組
み

【
問
】台
湾
の
半
導
体
受
託
生
産

の
世
界
最
大
の
企
業
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

の
動
き
や
日
本
の
製
造
業
の
国

内
回
帰
の
兆
し
等
か
ら
、今
後
の

企
業
進
出
に
対
応
す
る
た
め
新

た
な
産
業
団
地
の
整
備
が
必
要
。

今
後
の
整
備
計
画
は
。

【
答
】新
た
な
産
業
団
地
は
天
下

公
明
党
市
議
団

小
野
正
二 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

松
田
和
己 

議
員

公
明
党
市
議
団

三
上 

毅 

議
員

町
の
延
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ・Ｉ
Ｃ
南
東

側
を
候
補
地
と
し
て
基
本
計

画
を
策
定
し
た
。地
元
の
同
意

を
頂
い
た
上
で
整
備
を
進
め

た
い
。

新
宮
崎
県

体
育
館
建
設
費

【
問
】新
宮
崎
県
体
育
館
の
建
設

が
進
ん
で
い
る
が
、本
市
の
建
設

費
負
担
額
は
ど
れ
程
に
な
る
の

か
。

【
答
】計
画
時
は
、約
10
億
円
と

示
さ
れ
て
い
た
が
、県
の
建
設

費
が
計
画
時
の
75
億
円
か
ら

83
億
円
に
増
額
と
な
っ
た
。本

市
の
負
担
額
も
現
時
点
で
十

数
億
円
に
増
え
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

延
岡
南
道
路
の
料
金
引
き
下
げ

■
代
表
質
問
と
は
■

　
会
派（
政
策
や
理
念

を
共
有
す
る
議
員
同
士

が
、議
会
内
に
結
成
す

る
集
合
体
。原
則
と
し

て
複
数
の
人
的
構
成
が

要
件
で
あ
り
、本
市
議

会
の
場
合
は
２
人
以
上

と
し
て
い
る
。）を
代
表

し
て
行
う
質
問
の
こ

と
。本
市
議
会
で
は
、次

年
度
の
当
初
予
算
や
多

く
の
条
例
案
等
の
審
議

が
行
わ
れ
る
３
月
定
例

議
会
で
こ
れ
を
採
用
し

て
い
る
。　１月30日に延岡市区長連絡協議会（会長：森口

正輝氏）と延岡市議会との懇談会を開催しました。
　当日は、「市議会と区長会との連携」、「富美山地
区台風14号関係と、大雨毎の内水氾濫・浸水対策に
ついて」、「災害時の避難勧告」、「南部地域朝夕の交
通渋滞対策」、「中三輪地区の公共交通手段の確
保」、「浦城教職員住宅のリフォームもしくは建
替」、「消防団員減少に伴う部の再編」など各地区から
の要望等を伺い、それぞれを所管する各常任委員
会の委員長から、現状等を説明する形で意見交換
を行いました。

延岡市区長連絡協議会との懇談会

注
2

■
用
語
解
説
■

注
1

注
2

注
3

注
4
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故 木原  万里子 氏を悼む
き は ら ま り こ

　元市議会議員の木原万里子氏が、去る４月１日、81歳でご逝去されました。
木原氏は、平成15年に市議会議員に初当選され、平成19年まで、延岡市議会
議員を務められました。
　哀悼の意を表し、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

延
岡
新
電
力
会
社

【
問
】市
は
設
立
に
向
け
、事
業
環

境
の
確
認
調
査
を
行
っ
て
い
る

が
、国
内
外
的
に
電
力
事
業
者
の

経
営
は
厳
し
い
と
聞
く
。設
立
に

対
す
る
決
意
は
。

【
答
】昨
年
末
時
点
で
73
社
が

登
録
さ
れ
て
お
り
１
年
前
に

比
べ
13
社
減
っ
た
に
過
ぎ
な

い
。ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、全
体
の
85
％
以
上
の
会
社

が
事
業
継
続
は
可
能
と
回
答

し
て
お
り
、九
州
エ
リ
ア
の
複

数
社
が
今
期
黒
字
の
見
通
し

で
あ
る
。市
独
自
の
財
源
確
保

が
急
務
で
あ
り
、是
非
と
も
設

立
し
た
い
。

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
練
習
場

の
利
用
環
境

【
問
】大
武
公
園
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、サ
ッ
カ
ー
、ラ
グ
ビ
ー

等
８
団
体
が
利
用
し
て
い
る
。草

刈
り
に
悩
む
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
へ
の
対
応
は
。

【
答
】清
掃
や
草
刈
り
の
作
業

等
の
維
持
管
理
は
、公
園
愛

護
会
が
行
っ
て
い
る
。来
年

度
以
降
は
市
に
お
い
て
も
実

施
す
る
。

少
子
化
対
策

【
問
】当
初
予
算
に
お
け
る
少
子

化
対
策
の
重
点
施
策
は
。

【
答
】今
年
４
月
か
ら
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
を
行
う
。保

育
所
利
用
者
負
担
金
を
国
の

基
準
の
３
分
の
２
程
度
ま
で

軽
減
。子
ど
も
２
人
以
上
世
帯

の
保
育
所
利
用
者
負
担
金
の

軽
減
。子
ど
も
医
療
費
負
担
を

通
院
２
０
０
円
、入
院
時
無
料

を
実
施
。妊
娠
及
び
出
産
時
に

各
５
万
円
を
交
付
す
る
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
外
国
語

指
導
助
手

【
問
】Ａ
Ｌ
Ｔ
の
採
用
方
法
と
配

置
人
員
は
。

【
答
】現
在
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
６
人
。来
年
度
は
10
人
に
増

員
。民
間
等
へ
の
委
託
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

介
護
保
険
未
利
用
者
へ
の
報
奨

制
度
の
創
設

災
害
対
策
①

【
問
】
台
風
14
号
浸
水
被
害
の
対

策
に
つ
い
て
、県
や
国
に
今
一
歩

踏
み
込
ん
だ
総
合
対
策
支
援
を

求
め
て
は
。

【
答
】県
と
と
も
に
連
携
し
、強

力
に
国
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

災
害
対
策
②

【
問
】上
水
道
の
耐
震
化
対
策
は
、

毎
年
水
道
管
路
総
延
長
の
わ
ず

か
１
％
の
整
備
と
な
っ
て
お
り
、

あ
と
70
年
過
ぎ
て
も
終
わ
ら
な

い
。早
急
な
耐
震
化
促
進
は
。

【
答
】今
後
も
耐
震
化
が
進
む

よ
う
、引
き
続
き
国
の
財
政
支

援
を
活
用
す
る
な
ど
耐
震
化

に
取
り
組
む
。

九
州
中
央
自
動
車
道

【
問
】昨
年
の
台
風
で
は
、北
方
イ

ン
タ
ー
が
全
く
機
能
し
な
か
っ

た
。民
間
か
ら
舞
野
Ｉ
Ｃ
の
フ
ル

イ
ン
タ
ー
化
整
備
の
活
動
が
開

始
さ
れ
た
が
市
長
の
所
見
は
。

【
答
】市
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
た
め
、
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
県
や
関
係
機
関
に
要

請
す
る
か
様
々
な
角
度
か
ら

３月７日代表質問（関連質問を含む）３月８日代表質問（関連質問を含む） 議員12名が一般質問

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

河
野
治
満 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

佐
藤 

誠 

議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

上
杉
泰
洋 

議
員

注
1

市政を問う！

関連
質問

関連
質問

考
え
る
。

愛
宕
山
周
辺
整
備

【
問
】大
地
震
に
備
え
、愛
宕
山
周

辺
の
用
地
を
市
民
広
場
と
し
て

確
保
し
て
は
。

【
答
】市
街
地
に
近
く
広
大
で
あ

る
こ
と
か
ら
、防
災
上
の
施
設

の
位
置
づ
け
と
し
て
は
有
効

だ
が
、現
実
的
に
は
難
し
い
。

金
堂
ヶ
池
の

水
辺
空
間
の
活
用

【
問
】金
堂
ヶ
池
の
将
来
を
見
据

え
た
水
辺
の
空
間
活
用
は
。

【
答
】今
後
、水
質
改
善
を
図
り
、

快
適
な
景
観
を
向
上
さ
せ
た

い
。将
来
的
に
は
、例
え
ば
子

ど
も
た
ち
も
安
心
し
て
楽
し

め
る
水
辺
空
間
に
で
き
な
い

か
な
ど
に
つ
い
て
も
、費
用
対

効
果
を
勘
案
し
な
が
ら
、市
民

の
意
見
も
聞
い
た
上
で
検
討

し
た
い
。

南
延
岡
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

【
問
】本
年
２
月
の
国
土
交
通
省

鉄
道
局
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
説
明
が
あ
っ
た「
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」を
策
定
し

て
は
。

【
答
】今
実
施
中
の「
南
延
岡
駅

前
再
整
備
可
能
性
調
査
」の
結

果
を
ま
と
め
た
上
で
、Ｊ
Ｒ
九

州
と
協
議
し
、Ｊ
Ｒ
九
州
が
前

向
き
な
姿
勢
を
示
し
た
段
階

で
、基
本
構
想
の
必
要
性
に
つ

い
て
も
協
議
し
た
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

【
問
】市
民
の
健
康
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
を
し
て
は
。

【
答
】県
内
で
は
、１
自
治
体
が

助
成
を
開
始
し
て
い
る
。国
が

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
の

方
向
性
を
検
討
し
て
お
り
、動

向
を
注
視
し
医
療
機
関
と
接

種
の
必
要
性
を
含
め
協
議
し

た
い
。

災
害
用
バ
ン
ダ
ナ

【
問
】聴
覚
障
が
い
者
の
方
は
、見

た
目
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
、バ

ン
ダ
ナ
の
活
用
に
よ
り
、支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。災
害
用
バ
ン
ダ
ナ
を
本
市
で

も
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
】延
岡
市
聴
覚
障
害
者
協
会

と
協
議
し
、配
布
す
る
。そ
れ

以
外
の
障
が
い
に
つ
い
て
も

同
様
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

リ
ハ
ビ
リ
事
業

【
問
】天
童
市
で
は
、高
齢
者
の
買

い
物
支
援
と
し
て
介
護
職
員
が

店
舗
ま
で
同
行
し
、身
体
機
能
回

復
に
向
け
た
助
言
を
す
る

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ
事

業
」を
行
っ
て
い
る
。本
市
で
も

導
入
で
き
な
い
か
。

【
答
】全
国
の
導
入
自
治
体
の

事
例
を
調
査
・
研
究
し
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ウ
イ
ッ
グ
購
入
費
用
の
助
成

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

語
学
指
導
等
を
行
う

外
国
青
年
を
招
致
し

て
地
方
自
治
体
等
で

任
用
し
、外
国
語
教
育

の
充
実
と
地
域
の
国

際
交
流
の
推
進
を
図

る
事
業

帯
状
疱
疹

水
ぶ
く
れ
を
伴
う
発

疹（
水
疱
）が
、皮
膚
に

分
布
し
て
い
る
神
経

に
沿
っ
て
帯
状
に
出

現
す
る
疾
患

防
災
ラ
ジ
オ

大
雨
や
台
風
な
ど
の

災
害
時
に
、延
岡
市
の

緊
急
情
報
等
を
確
実

に
伝
え
る
た
め
、Ｆ
Ｍ

の
べ
お
か
を
利
用
し

て
発
信
す
る
緊
急
放

送
を
、自
動
的
に
最
大

音
量
で
受
信
す
る
起

動
機
能
を
備
え
た
ラ

ジ
オ

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト

堤
防
に
設
置
す
る
、一

方
向
に
の
み
開
く
こ

と
が
で
き
る
弁
状
の

水
門
の
こ
と

新
た
な
少
子
化
対
策

【
問
】市
長
は
、今
年
の
４
月
か
ら

子
育
て
支
援
を
強
力
に
進
め
る

と
し
て
い
る
が
、具
体
的
な
内
容

と
財
源
を
伺
い
た
い
。

【
答
】４
月
か
ら
新
た
に
３
つ

の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
。①

保
育
所
利
用
負
担
金
を
最
大

で
月
額
１
万
円
軽
減
。②
多
子

家
庭
の
保
育
所
利
用
負
担
金

軽
減
の
算
定
に
お
け
る
長
子

の
適
用
範
囲
を
中
学
校
就
学

前
ま
で
に
拡
大
。③
子
ど
も
医

療
費
の
外
来
自
己
負
担
額
を

３
５
０
円
か
ら
２
０
０
円
に

引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、中
学

生
ま
で
入
院
医
療
費
を
無
料

に
す
る
。財
源
は
ふ
る
さ
と
納

税
で
ま
か
な
う
。

企
業
誘
致
の
取
り
組
み

【
問
】台
湾
の
半
導
体
受
託
生
産

の
世
界
最
大
の
企
業
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

の
動
き
や
日
本
の
製
造
業
の
国

内
回
帰
の
兆
し
等
か
ら
、今
後
の

企
業
進
出
に
対
応
す
る
た
め
新

た
な
産
業
団
地
の
整
備
が
必
要
。

今
後
の
整
備
計
画
は
。

【
答
】新
た
な
産
業
団
地
は
天
下

公
明
党
市
議
団

小
野
正
二 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

松
田
和
己 

議
員

公
明
党
市
議
団

三
上 

毅 

議
員

町
の
延
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ・Ｉ
Ｃ
南
東

側
を
候
補
地
と
し
て
基
本
計

画
を
策
定
し
た
。地
元
の
同
意

を
頂
い
た
上
で
整
備
を
進
め

た
い
。

新
宮
崎
県

体
育
館
建
設
費

【
問
】新
宮
崎
県
体
育
館
の
建
設

が
進
ん
で
い
る
が
、本
市
の
建
設

費
負
担
額
は
ど
れ
程
に
な
る
の

か
。

【
答
】計
画
時
は
、約
10
億
円
と

示
さ
れ
て
い
た
が
、県
の
建
設

費
が
計
画
時
の
75
億
円
か
ら

83
億
円
に
増
額
と
な
っ
た
。本

市
の
負
担
額
も
現
時
点
で
十

数
億
円
に
増
え
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

延
岡
南
道
路
の
料
金
引
き
下
げ

■
代
表
質
問
と
は
■

　
会
派（
政
策
や
理
念

を
共
有
す
る
議
員
同
士

が
、議
会
内
に
結
成
す

る
集
合
体
。原
則
と
し

て
複
数
の
人
的
構
成
が

要
件
で
あ
り
、本
市
議

会
の
場
合
は
２
人
以
上

と
し
て
い
る
。）を
代
表

し
て
行
う
質
問
の
こ

と
。本
市
議
会
で
は
、次

年
度
の
当
初
予
算
や
多

く
の
条
例
案
等
の
審
議

が
行
わ
れ
る
３
月
定
例

議
会
で
こ
れ
を
採
用
し

て
い
る
。　１月30日に延岡市区長連絡協議会（会長：森口

正輝氏）と延岡市議会との懇談会を開催しました。
　当日は、「市議会と区長会との連携」、「富美山地
区台風14号関係と、大雨毎の内水氾濫・浸水対策に
ついて」、「災害時の避難勧告」、「南部地域朝夕の交
通渋滞対策」、「中三輪地区の公共交通手段の確
保」、「浦城教職員住宅のリフォームもしくは建
替」、「消防団員減少に伴う部の再編」など各地区から
の要望等を伺い、それぞれを所管する各常任委員
会の委員長から、現状等を説明する形で意見交換
を行いました。

延岡市区長連絡協議会との懇談会

注
2

■
用
語
解
説
■

注
1

注
2

注
3

注
4
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環
境
保
護

【
問
】河
川
敷
等
で
も
キ
ャ
ン

プ
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
す
る
光
景
を

見
る
が
、環
境
保
護
啓
発
方
法

は
。

【
答
】火
の
後
始
末
の
悪
さ
や

ゴ
ミ
の
放
置
、農
道
や
私
有

地
へ
の
車
両
の
駐
車
等
の

迷
惑
行
為
で
周
辺
住
民
か

ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。住
民
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

や
立
て
看
板
の
設
置
、防
災

行
政
無
線
で
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る
。

防
災
対
策

【
問
】防
災
ラ
ジ
オ
販
売
の
申

し
込
み
状
況
は
。

【
答
】２
０
０
台
の
う
ち
、75

台
は
令
和
３
年
度
に
販
売

で
き
な
か
っ
た
人
を
優
先
。

残
り
１
２
０
台
に
対
し
、２

１
１
人
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
。令
和
５
年
度
も
２

０
０
台
分
を
当
初
予
算
に

計
上
し
た
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

　全国的に消防団員数の減少に歯止めがかからない危機的な状況であることから、消防団員の確保及
び消防団組織の充実強化を図るため、定年年齢の引上げや新たな機能別消防団員制度の導入、制度導
入に伴う退職報償金の算定期間に係る規定の追加を行うなど、所要の改正を行うもの。

３月定例議会の主な議案の委員会審査報告
延岡市消防団条例及び延岡市非常勤消防団員退職報償金支給条例の

一部を改正する条例の制定（総務政策委員会）

延岡市支所設置条例の一部を改正する条例の制定（厚生教育委員会）

概 

要

主
な
質
疑・応
答

　熊野江町に設置している南浦支所について、事務取扱件数の状況や利用件数の減少、さらには、第８
次行財政改革大綱の取組として、低コストで効率的な行政運営を推進していることなどから、本年８
月１日をもって廃止するにあたり、条例において所要の改正を行うもの。
※同支所の廃止後は熊野江郵便局へ業務を委託する。

概 

要

主
な
質
疑・応
答

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　
延
岡
市
議
会
で
は
、本
市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
に
基
づ
き
意
見
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
。３
月
定
例
議
会
で
は
１
件
の
意
見
書

案
を
可
決
し
、国
に
提
出
し
ま
し
た
。意
見
書
の
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

１
．国
の
子
育
て
支
援
関
連
予
算
に
つ
い
て
、現
在
の

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
．７
８
％
の
水
準
か
ら
少
子
化
対
策

先
進
国
並
み
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
３
％
以
上
へ
拡
充
す
る

こ
と

２
．妊
娠
か
ら
出
産
に
係
る
費
用
の
自
己
負
担
額
を
原

則
無
償
と
す
る
こ
と

３
．義
務
教
育
や
高
等
学
校
の
授
業
料
の
無
償
化
に
加

え
、保
育
所
や
幼
稚
園
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
に

係
る
保
護
者
負
担
及
び
18
歳
ま
で
の
医
療
費
、並
び

に
小
中
学
校
の
給
食
費
を
無
償
化
す
る
こ
と

４
．貸
与
型
奨
学
金
に
つ
い
て
、将
来
の
返
済
に
対
す

る
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
を
導
入
し
、保

護
者
の
教
育
費
の
負
担
軽
減
を
講
じ
る
こ
と

５
．子
育
て
世
帯
に
対
す
る
所
得
課
税
に
お
い
て
、現

在
の
所
得
控
除（
扶
養
控
除
）に
加
え
、課
税
税
率
の

引
き
下
げ
な
ど
の
優
遇
措
置
を
講
じ
る
こ
と

６
．保
育
士
等
の
配
置
基
準
の
見
直
し
や
配
置
改
善
加

算
措
置
の
実
施
並
び
に
保
育
士
等
の
大
幅
な
処
遇

改
善
に
よ
り
、子
育
て
世
帯
の
保
育
環
境
の
充
実
を

図
る
こ
と

脱
炭
素
先
行
地
域

【
問
】環
境
省
の
脱
炭
素
先
行

地
域
に
一
ケ
岡
エ
リ
ア
が
選

定
さ
れ
、住
民
や
事
業
所
を
対

象
に
様
々
な
事
業
が
計
画
さ

れ
て
い
る
が
、一
ケ
岡
エ
リ
ア

の
住
民
に
ど
の
よ
う
に
説
明

す
る
の
か
。

【
答
】現
在
、環
境
省
に
事
業

提
案
書
を
提
出
中
。今
後
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
を
経
て
４
月

に
交
付
金
が
交
付
決
定
さ

れ
る
予
定
。住
民
説
明
は
補

助
金
の
申
請
時
期
や
方
法

が
決
ま
り
次
第
、地
区
全
体

や
区
ご
と
に
説
明
会
を
開

催
す
る
。

の
べ
お
か
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｎ

【
問
】出
産・入
学
時
の
ポ
イ
ン

ト
付
与
を
大
幅
に
拡
充
で
き

な
い
か
。

【
答
】域
内
消
費
拡
大
の
面
で

は
有
効
で
あ
る
が
、今
後
の

対
応
は
他
の
施
策
の
成
果

等
も
見
な
が
ら
判
断
し
て

い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

市
南
部
地
域
等
観
光
資
源
活
用

異
次
元
の
少
子
化
対
策
の
内
容
充
実
を
求
め
る

意
見
書

【
要
望
事
項
】

答 ： 64名の団員が活動している。
問 ： 現在の機能別消防団員の人数は何名か。

答 ： 印鑑登録及び転出届以外の住民異動届に関する業務は取り扱うことができなくなる。
問 ： 熊野江郵便局へ委託後、取り扱いができなくなる業務はないのか。

答 ： 従来と大きく変わらないと想定している。
問 ： 証明書等の申請から交付までの時間は委託前より時間がかかるようになるのか。

答 ： そのような団員には、現場の最前線ではなく、長年培ってきた経験を若い世代に伝えてもらうなど、支援的
な役割を担ってほしいと考えている。

問 ： 基本団員の定年年齢を60歳から70歳に引き上げることに伴い、定年間近となる団員が現場でどの
程度活動できるかについて確認するのか。

３月9日個人質問

自
民
党
き
ず
な
の
会

稲
田
雅
之 

議
員

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

整
備
事
業

【
問
】ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
整
備

に
つ
い
て
、今
後
の
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
答
】令
和
５
年
度
に
実
施
設

計
、令
和
６
年
度
に
整
備
工

事
を
実
施
し
、令
和
７
年
度

か
ら
供
用
開
始
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

災
害
対
策

【
問
】停
電
時
に
使
え
な
く
な

る
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
電
力

供
給
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
】日
常
生
活
用
具
給
付
等

事
業
で
、人
工
呼
吸
器
用
自

家
発
電
装
置
を
補
助
対
象

品
目
に
追
加
す
る
な
ど
必

要
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

地
籍
調
査

【
問
】推
進
に
向
け
た
方
針
は
。

【
答
】令
和
５
年
度
か
ら
は
、

緑
ケ
丘
地
区
で
効
率
的
手

法
の
街
区
境
界
調
査
を
取

り
入
れ
、積
極
的
に
調
査
を

進
め
る
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

中
城
あ
か
ね
議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

甲
斐
正
幸 

議
員

台
風
14
号
対
策
①

【
問
】検
証
後
の
対
策
は
。

【
答
】対
策
事
業
の
う
ち
、早

期
着
手
可
能
な
も
の
は
、順

次
着
手
し
て
い
き
、必
要
な

事
業
を
し
っ
か
り
推
進
し

て
い
く
。

台
風
14
号
対
策
②

【
問
】外
水
氾
濫
へ
の
対
策
は
。

【
答
】五
ヶ
瀬
川
本
流
の
外
水

氾
濫
地
区
は
、県
が
次
期
出

水
期
に
備
え
た
掘
削
工
事

を
進
め
る
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
国
県
に

対
し
、五
ヶ
瀬
川
水
系
に
お

け
る
更
な
る
河
川
整
備
や

浸
水
被
害
軽
減
の
対
策
実

施
を
強
く
求
め
て
い
く
。

消
防
団

【
問
】団
員
の
減
少
問
題
と
対

策
は
。

【
答
】令
和
４
年
度
よ
り
処
遇

改
善
や
活
動
環
境
の
整
備

を
図
っ
て
い
る
。今
後
も
消

防
団
活
動
へ
の
理
解
促
進

と
団
員
確
保
に
取
り
組
む
。

地
域
新
電
力
会
社

【
問
】議
会
は
時
間
を
か
け
て

検
討
す
べ
き
と
し
た
が
、設
立

の
意
向
は
。

【
答
】新
電
力
株
式
会
社
を
設

立
し
継
続
的
に
事
業
を
行

う
こ
と
は
可
能
と
考
え
て

い
る
。是
非
と
も
設
立
し
た

い
。

延
岡
駅
西
口
街
区
ビ
ル

【
問
】２
階
フ
ロ
ア
の
貸
し
ス

ペ
ー
ス
へ
の
飲
食
店
入
居
の

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

【
答
】可
能
性
は
あ
る
と
考
え

て
い
る
。飲
食
店
誘
致
を
一

定
期
間
、集
中
し
て
実
施
す

る
。

小
中
学
校
の
虫
歯

予
防
対
策

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て

い
る
フ
ッ
化
物
洗
口
の
今
後

の
再
開
は
。

【
答
】学
校
に
お
け
る
必
要
な

薬
剤
や
備
品
等
に
つ
い
て

の
確
認
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、再
開
に
む
け
て
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。

国
土
強
靭
化
計
画

【
問
】三
須
地
区
の
浸
水
災
害

時
、市
は
水
門
閉
鎖
を
確
認
し

た
の
か
。

【
答
】土
地
改
良
区
は
、県
知

事
の
認
可
団
体
で
あ
り
、市

は
管
轄
し
て
い
な
い
。今
回

の
事
故
を
受
け
、県
、市
、土

地
改
良
区
の
三
者
で
操
作

確
認
体
制
の
確
立
の
見
直

し
を
行
う
。

三
須
地
区
の

水
門
シ
ス
テ
ム
構
成

【
問
】三
須
地
区
の
余
水
門
出

口
に
、逆
流
防
止
フ
ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
設
置
を
検
討
で
き
な

い
か
。

【
答
】国
が
新
た
に
整
備
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、国

や
土
地
改
良
区
に
対
し
、更

な
る
対
策
を
要
請
す
る
。

富
美
山
地
区
の
内
水
問
題

【
問
】浸
水
被
害
軽
減
の
た
め
、

遊
水
池
を
拡
大
す
る
方
法
は

な
い
か
。

【
答
】康
芝
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
付

近
を
掘
り
下
げ
て
容
量
を

増
や
す
こ
と
が
可
能
か
、今

後
研
究
し
て
い
く
。

自
民
党
き
ず
な
の
会

甲
斐
忠
篤 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

白
石
良
盛 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

田
村
吉
宏 

議
員

注
3

注
4

　３月議会では、常任委員会(総務政策、産業建設、厚生教育)、特別委員会(議会活性
化、地域新電力事業調査)でそれぞれ１年間にわたる調査・研究の報告を行いました。
報告書はホームページに掲載しています。
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667億3,271万5千円

第
１
分
科
会

総
務
政
策
委
員
会

第
2
分
科
会

産
業
建
設
委
員
会

第
3
分
科
会

厚
生
教
育
委
員
会

　令和５年度各会計予算は、３月定例会において、「国民健康保険特別会計」、「食肉センター特別会計」、「介
護保険特別会計」、「水道事業会計」、「下水道事業会計」については全員異議なく、「後期高齢者医療特別会計」
については賛成多数で可決しました。「一般会計」については、「歴史・文化ゾーン内駐車場管理システム等整
備事業」に係る歳入歳出予算１億3,528万５千円を減額する修正案が提出され、同修正案は賛成多数で、また
修正部分以外の原案については全員異議なくそれぞれ可決しました。下記に予算審査特別委員会における
質疑・応答の一部を掲載します。

令和５年度延岡市一般会計予算 
令和５年度延岡市国民健康保険特別会計予算　ほか５件
延岡市個人情報の保護に関する法律施行条例の一部改正
職務に専念する義務の特例に関する条例の一部改正
延岡市消防団条例及び延岡市非常勤消防団員退職報償金支給条例の一部改正
延岡城･内藤記念博物館条例の一部改正
延岡市風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部改正
延岡市営住宅条例の一部改正
延岡市山村定住住宅条例の一部改正
延岡市手数料条例の一部改正
延岡市企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正
延岡市国民健康保険条例の一部改正
延岡市支所設置条例の一部改正
延岡市特定教育･保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市特定教育･保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額を定める条例の一部改正
延岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
延岡市社会教育委員条例の一部改正
うそ越辺地に係る総合整備計画の策定　ほか２件（瀬口辺地･深崎辺地）
祝子川辺地に係る総合整備計画の変更
指定管理者の指定（延岡市かわまち広場）
町の区域の変更
専決処分の承認（令和４年度延岡市一般会計補正予算）
令和４年度延岡市一般会計補正予算 ほか５件
令和５年度延岡市一般会計補正予算（第１号）

人権擁護委員候補者の推薦（松谷 勝希氏）

専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定） ほか２件
専決処分の報告（人身・車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）

３月定例議会で決まったこと （２/24～３/24）
　３月定例議会では､令和４年度一般会計補正予算など37件の議案（委員会提出分を含む）を可決･承認し､１件
の議案を修正可決しました｡また､農業委員会委員の選任及び人権擁護委員の候補者の推薦に同意し､市長から
の４件の報告を受けました｡
　一般質問では３日間で関連質問を含む12名が登壇し､台風14号被害を受けての災害対策､少子化対策､スマー
トシティ構想等多岐にわたり､活発な議論が交わされました｡

議　案　名 結 果

報 告 案 件

■令和５年度当初予算をチェック■

修正可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
承　　認
原案可決
原案可決

原案同意

農業委員会委員の選任（安藤 重徳氏､緒方 武彦氏､小野 有紗氏､甲斐 亜季氏､甲斐 壽徳氏､
片迫部 芳徳氏､菊池 光雄氏､小西 吉寿氏､佐藤 純子氏､須藤 寛之氏､髙橋 利喜哉氏､遠田 祐星氏､
中村 みえ氏､貫 藍氏､花畑 志良一氏､牧野 博文氏､松下 康廣氏､松田 宗史氏､矢野 光一氏）
※氏名で表示できない漢字は､常用漢字に置き換えています｡

　市役所周辺は複数箇所に駐車場が点在し、駐車場の位置や満空状況が分かりづらい状況となっている。
市役所周辺の主な駐車場出入口に満空情報表示板を設置し、インターネットやカーナビ等での満空情報を
発信するなど、駐車場管理システムの整備を２ヶ年に分けて行う。【令和６年度（予定）事業費  2,704万7千円】
〇 AIカメラを９駐車場に34台整備（令和６年度にさらに５台設置予定）
〇 個別満空表示板を６駐車場の７箇所に設置（令和６年度にさらに２箇所設置予定）

会　計　別 令和５年度当初予算

修正可決

令和４年度予算（肉付後） 前年度伸率
一  般  会  計

合　　　計

【歴史・文化ゾーン内駐車場管理システム等整備事業】  《予算額 ： 1億3,528万５千円》

　市民活動を行う、または行いたい方からの市民活動の企画や周知方法、振り返りなどの相談に対して、
専門的な見地からアドバイスやサポートを行う市民活動コーディネーターを設置する。

問 ： 現時点で何名の応募があり、最終的に何名採用する予定なのか。

【市民活動コーディネーター設置事業】  《予算額 ： 290万５千円》

　飼い主のいない猫の無秩序な繁殖を抑制するため、ボランティア活動により不妊手術活動を行う団体
等に補助金を交付し、地域課題の解決を図る。集中対策期間として３年間に限定し支援する。

【飼い主のいない猫の不妊手術助成事業】  《予算額 ： 460万円》

答 ： 猫は大変繁殖力が強いため市民に周知を行い、３年間で集中的に実施していく。その結果について
振り返りをした上で、事業の継続については検討したい。

答 ： 現時点で具体的な人数を述べることはできないが、想定した人数より多くの応募があっている。
採用人数に関しては、面接を行った結果で、分野など全体のバランスも見ながら決定していきたい。

答 ： 市役所第１駐車場は、土日祝日は警備員を配置していないため、満空表示により警備員が居なく
ても対応でき、また、満車・空車の状況を市ホームページに載せることにより、第１駐車場が満車
の場合でも、第１駐車場に行かずに第２駐車場に行けるよう誘導することができる。

答 ： 各施設の来館者数について令和元年度の実績と令和４年度の見込により試算した結果、駐車場が
88台分不足するとみていたが、令和４年度の来館者の実績は10万人以上下回っている。これは、新
型コロナの影響によるものと考えており、今後、コロナが収束すれば来館者も増加し、駐車場利用
者も増加すると考えている。

問 ： 現在、満空表示がなくても誘導員の対応により、来訪者は不便を感じていないように見受け
られる。誘導員が現状のままであれば、設置は不要ではないか。

問 ： ３年間に限定した事業だが、３年経過後も事業を継続する考えはあるのか。

問 ： 当初、駐車場の台数が88台分不足しているとの話であったが、そのような状況は見られない。
現状をどのように認識しているのか。

特別
会計

企業
会計

668億6,800万円
135億3,812万2千円

10万円
142億968万8千円
18億4,771万4千円
40億3,036万円

74億8,728万9千円
1,079億8,127万3千円

644億9,143万6千円
137億7,591万7千円

10万円
144億9,051万5千円
16億6,001万5千円
39億7,801万2千円
75億1,615万円

1,059億1,214万5千円

3.7％
△1.7％

0％
△1.9％
11.3％
1.3％

△0.4％
2.0％

国 民 健 康 保 険
食 肉 セ ン タ ー
介 護 保 険
後期高齢者医療
水 道 事 業
下 水 道 事 業

原案同意
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主な掲載内容
◆３月定例議会で決まったこと
◆３月定例議会委員会報告
◆市政を問う（代表質問・個人質問）
区長連絡協議会との懇談会

◆当初予算審査報告
◆３月臨時議会報告・編集後記

2
3

4～6

7
8

※さきの議決…市長提出の原案に対して「歴史・文化ゾーン内駐車場管理システム等整備事業の予算額１億3,528
万５千円」に係る箇所を減額する修正案を可決した３月24日の本会議における議決のこと。

３月臨時議会で決まったこと（3/28）
　３月定例会最終日（令和５年３月24日）の本会議において「議案第108号令和５年度延岡市一般会計予算」に

ついては、市長が提案した原案のうち「歴史・文化ゾーン内駐車場管理システム等整備事業に係る１億3,528万

５千円」分の予算を減額する修正を行いました。

　この議決結果に対し、３月24日に市長より議長に対し、３月28日に臨時会を招集した上で地方自治法第176条

第１項の規定に基づき再議に付す旨の申し出がありました。再議に付されると議決時に遡って効力を失うため、

3月24日の修正議決は効力を失い、３月28日の臨時会で再度、審議をすることになりました。

　28日の本会議では、市長から再議に付した理由の説明を受けた後、２名の議員が賛成・反対それぞれの立場から

討論を行い、討論の後に議長を含めた25名による記名投票により採決が行われました。採決の結果、さきの議決

のとおり決することについて、賛成13名、反対12名となり、賛成者が所定数（３分の２以上）に達しなかったため

「さきの議決を否決する」ことを議決しました。

　上記の結果を受け、「議案第108号令和５年度延岡市一般会計予算」の原案を再度採決した結果、可否同数とな

り、議長裁決により否決となりました。この結果、新年度の開始まで残り少ない中、一般会計当初予算が決まら

ない状況となりましたが、議会には予算の提案権がないことから、異例ではありますが、臨時会の本会議休憩中

に議長が市長に対して駐車場管理システム整備事業以外の予算について、臨時会閉会後に早急に専決処分を行

い、予算を成立させるよう申し入れを行いました。その後、市長が29日に同事業費を除いた667億3,271万５千

円の専決処分を行いました。

議案第108号　令和５年度延岡市一般会計予算（修正可決）に関する再議

議案題108号　令和５年度延岡市一般会計予算

議　案　名 結 果
さきの議決を否決

原案否決

さきの議決のとおり決するに賛成の者…賛成　　さきの議決のとおり決するに反対の者…反対

1

2

3

4

5

6

7

8

9

賛 成

反 対

反 対

反 対

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 否

本 部 　 仁 俊

吉 本 　 　 靖

松 田 　 勝 則

峯 田 　 克 明

比江島久美子

柴 　 　 浩 信

甲 斐 　 忠 篤

猪 之 鼻 　 哲

田 村 　 吉 宏

＜議員の賛否について＞

議席
番号

氏　　名

10

11

13

14

15

16

17

19

20

賛 成

賛 成

反 対

反 対

反 対

賛 成

賛 成

反 対

反 対

賛 否

甲 斐 　 行 雄

長 友 　 幸 子

甲 斐 　 正 幸

三 上 　 　 毅

小 野 　 正 二

白 石 　 良 盛

北 林 　 幹 雄

松 田 　 和 己

早 瀨 　 賢 一

議席
番号

氏　　名

21

22

23

24

25

26

27

反 対

反 対

反 対

賛 成

賛 成

賛 成

賛 成

賛 否

平 田 　 信 広

上 杉 　 泰 洋

河 野 　 治 満

佐 藤 　 　 誠

松 田 　 満 男

中 城 あ か ね

稲 田 　 雅 之

議席
番号

氏　　名

　
新
緑
が
目
に
鮮
や

か
な
風
薫
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
広
報
・
広
聴

検

討

会

議

の

メ

ン

バ
ー
が
編
集
す
る
最

後
の
議
会
だ
よ
り
と

な
り
ま
す
。
４
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
次
号
は
、
選
挙

で
選
ば
れ
た
新
し
い

メ
ン
バ
ー
が
編
集
に

あ
た
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
５
月
８
日
よ
り
、
コ

ロ
ナ
対
策
が
転
換
を

迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
症
法
上
の
位
置
付

け
が
５
類
へ
移
行
す

る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
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フ
タ
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組
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、
今
ま
で
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、

改
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て
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力
し
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ま
い
り
ま
す
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ま

お
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け
て

く
だ
さ
い
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編
集

後

記

４年ぶりに開催された延岡大師祭


